






































































































































































ってまちまちですが、だいたい午前 7 時～9 時の
間に水揚地の浜に到着し、そこで待ち受けている
仲買人たちに水揚げされたダガーは次々と販売さ
れていきます。 
私が男しかいない街から無事生還したのを見て、
人々は一様に安堵の表情で迎えてくれました。無
事帰り着いた後で漁師たちに、出港前に村の女性
達から、男ばかりの漁船では何されるかわからな
いと心配されていたことを話すと、彼らは皆とて
も憤っていました。 
「誰がそんな心配をしていたんだ。俺たちはそん
な無法者じゃない！安全だっただろう？  女
たちに言ってやってくれ、俺たちは紳士的な漁
師だと」 
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私はその言葉通り、実際にいかに漁師たちが親切
だったか、彼らの漁の姿は勇ましかったかを、調
査中に撮影した写真や動画も見せながら伝えまし
た。 
写真⑤20Lバケツでダガーを漁船から運び出す（ザ
ンジバル） 
 
写真⑥大漁（ザンジバル） 
 
 
また、私は帰ってきた後で彼らに「本当は 
漁船上でトイレに行きたくなったらどうしよう
って心配してたんだ」と話すと、「俺たちも一番
それを心配してたんだ。それで、もしそういう事
態になったらどこでどういう風に用を足してもら
うか、色々考えてたんだよ」と明かしてくれまし
た。やはりお互い心配しているのは同じことだっ
たのです。男しかいない街でのフィールドワーク
では、なかなか言葉に出して相談しにくい問題も
あるわけですが、気持ちは皆同じ、事故やトラブ
ルなく、そしてお互いに気持ちよく過ごせるため
に色々と腐心していたのです。そして、私が彼ら
を信頼して乗船し、トラブルなく過ごせたこと
で、漁師たちとの信頼関係はさらに強固なものに
することができました。おかげで、その後、ザン
ジバルやタンガニイカ湖畔をフィールドワークで
訪れるたびに「次はいつ一緒に漁に行く？今夜
また一緒に行こうぜ！写真撮ってくれよ！」と
声をかえてもらえるようになりました。 
新しい集魚灯での操業の様子を見るために、
もう一度男しかいない街に出かけないといけな
いなぁと考えています。 
藤本麻里子（ふじもとまりこ） 
 
 
